
スカッと理解！

英文法が完璧に身につく本

第一章 文型・動詞の語法

レクチャー１ 自動詞と他動詞。

レクチャー２ 「自動詞と間違えやすい他動詞」「他動詞と間違えやすい自動詞」。

⑴「自動詞と間違えやすい他動詞」。

⑵「他動詞と間違えやすい自動詞」。

レクチャー３ ５つの文型とそれぞれの文型によく使われる動詞。

⑴「ＳＶＣ」を作る動詞。

①知覚動詞

②状態や状態の継続、変化を表す動詞

③「Ｃだと判る、 結果として Ｃとなる」型

④慣用的なＳＶＣ構文

⑵「ＳＶ 」。

① と の入れ換え

②「ＳＶ 」で注意すべき動詞

⑶「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」のバリエーション。

レクチャー４ 語法を間違えやすい動詞。

⑴「Ｓ Ｖ Ｏ 人 節」型の伝達動詞。

⑵「人」を目的語に取ることができない伝達動詞。

⑶「Ｓ Ｖ Ｏ 原形 ～」の型をとりそうでとれない他動詞。
Ｃ

⑷ の語法。

⑸ の語法。

⑹ の語法。

⑺ の語法。

⑻一般動詞の の 意外な 語法。

⑼４つの「言う」。 。

⑽目的語にとる語句が限定されている他動詞。

①「参加する」

②「勝つ」

③「盗む 」と「奪う 」
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④「感謝する と 」

レクチャー５ 意味や活用などが紛らわしい動詞。

⑴活用の一部が同じなため、間違えやすいもの。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑵形が似た動詞と活用を混同しやすいもの。

①

②

③

④

⑶意味によって活用が違うもの。

①

②

③

④

⑷意味の違いや自動詞、他動詞の区別が狙われるもの。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

レクチャー６ 自動詞と他動詞で意味が変化するもの。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹
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⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

レクチャー７ 使役動詞のまとめ。

⑴ と 。

⑵ と 。

レクチャー８ 意外な意味になる動詞。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

レクチャー９ 「動詞＋名詞」の 決まり文句的 頻出表現。

レクチャー１０ 後ろの形で意味が見えてくる動詞のパターン。

⑴「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑵「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑶「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑷「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑸「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑹「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑺「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。
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⑻「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

⑼「動詞 ＋ Ａ Ｂ」型。

特別講義

第二章 時制

レクチャー１ 現在時制と現在進行形。

⑴現在時制の表す意味。

⑵現在進行形の表す意味。

レクチャー２ 進行形にできない動詞とは 「状態動詞」と「動作動詞」の見極め法。

レクチャー３ 進行形の意外な用法。

レクチャー４ 過去進行形と未来進行形。

⑴過去進行形。

⑵未来進行形。

レクチャー５ 未来表現。

⑴英語には「未来時制」という時制はない。

⑵未来の内容を表す様々な表現。

⑶ の表す未来。

⑷ が表す未来。

⑸現在進行形 ～ の表す未来。

⑹現在時制の表す未来。

レクチャー６ 時・条件の副詞節中の時制のポイント。

レクチャー７ 完了形。

⑴現在完了。

①現在完了とは

②現在完了の意味

⑵過去完了 ～ 。

①過去完了の意味

②大過去

⑶未来完了 ～ 。

⑷現在完了と共に用いてはならない語句がある。

①明確に過去の内容を表わす語句

②疑問詞の 「いつ」

③ 「ついさっき」

－４－
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⑸「 」と「 」。

⑹「現在完了進行形 ～ 」。

レクチャー８ 「父が死んで３年になります」型の書き換え。

レクチャー９ 過去形にすべきか、過去完了形にすべきかについての注意事項。

レクチャー１０ 時制に関するその他の重要関連項目。

⑴時制の一致とその例外。

⑵時に関する重要構文。

第三章 助動詞・態

助動詞

レクチャー１ 助動詞に関する基礎知識。

⑴助動詞とは。

⑵助動詞の基本的な特徴。

レクチャー２ の用法。

⑴「～するかもしれない」 ［可能性・推量］

⑵「～できる かもしれない 」「～してもさしつかえない してもよ

かろう 」 可能・容認

⑶「譲歩」の 。

⑷「～してもよい」 ［許可］

⑸「～でありますように」 祈願

⑹ を用いたイディオム。

① 原形 ～

② 原形 ～ 原形 …

③ Ｓ Ｖ 原形 ～

レクチャー３ の用法。

⑴「～できる」 ［能力］

⑵「～してもよい」 ［許可］

⑶「～し得る／であり得る」 ［可能性・推量］

⑷ で「～する である はずがない」 ［否定的断定］

⑸ を用いたイディオム。

① 原形 ～ …

原形 ～

② ～

原形 ～
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レクチャー４ の用法。

⑴「～できた」 能力・可能

⑵「～しようと思えばできる」 仮定の能力

⑶「～でありうる」 可能性・推量

⑷疑問文で「一体全体どうして～か」

強い疑い・否定的な推量 可能性

⑸ 原形 ～ で「～してもよいでしょうか」 許可

⑹ 原形 ～ で「～していただけませんか」 依頼・要請

⑺「 ～」。

レクチャー５ の用法。

⑴「～しなければならない」 ［義務］

⑵「～する［である］に違いない」 ［肯定的断定］

⑶ 原形 ～「～してはならない」 ［禁止］

レクチャー６ の用法。

⑴「～すべきだ」 ［義務］

⑵「～するはずだ」 ［ 現在時における 可能性・推量］

⑶ の注意すべき３用法。

レクチャー７ の用法。

レクチャー８ の用法。

⑴「～だろう」 ［ 現時点での 予測・推量］

⑵「～するつもりだ」 ［ 現時点での 強い意志・固執］

⑶「～するものだ」 ［現在の習慣 習性 ・一般的傾向］

⑷ 原形 ～ 「～しませんか」 ［勧誘・依頼］

レクチャー９ の用法。

⑴「～するだろう」「～しよう」

［時制の一致によって生じる ］

⑵「（どうしても）～しようとした」 ［過去の強い意志］

⑶「（昔）よく～したものだ」 ［過去の不規則的習慣］

《 重要 「 原形 ～」と「 原形 ～」の違い 》

⑷「～するだろうに」 仮定法の

⑸仮定法の が弱まって意味が転じた 。

レクチャー１０その他の助動詞。

⑴ 原形 ～

⑵ 原形 ～ 原形 …

⑶ Ｓ Ｖ～

⑷ 原形 ～
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⑸ 原形 ～

⑹「強調」の助動詞

レクチャー１１「 」の位置に注意すべき３つの助動詞。

⑴「 原形 ～」

⑵「 原形 ～」

⑶「 原形 ～」

レクチャー１２「助動詞 ～」。

⑴ ～

⑵ ～

⑶ ～

⑷ ～

～

～

⑸ ～

⑹ ～

態

レクチャー１ 受動態の訳と作り方。

⑴第三文型。

⑵第四文型。

⑶第五文型。

⑷その他。

レクチャー２ 以外の前置詞を用いる受動態。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁
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レクチャー３ 群動詞 句動詞 の受動態。

⑴群動詞 句動詞 とは。

⑵群動詞 句動詞 の受動態。

⑶自動詞＋前置詞。

⑷他動詞＋名詞＋前置詞。

レクチャー４ 知覚動詞・使役動詞の受動態。

⑴知覚動詞が作るＳＶＯＣの受動態。

⑵使役動詞の が作るＳＶＯＣの受動態。

レクチャー５ 進行形の受動態。

レクチャー６ その他の受動態を用いた慣用表現。

⑴ 製品 材料

⑵ 製品 原料

⑶ 原材料 製品

⑷ 意見など 事実など

⑸

⑹ 原形 ～

⑺ 原形 ～

レクチャー７ ～ の受動態。

レクチャー８ 使役動詞の を用いた受動表現。

レクチャー９ … Ｓ Ｖ～ 型の受動態。

レクチャー１０受動態とそれを表す動詞の形のまとめ。

第四章 準動詞⑴ 動名詞

《 準動詞とはなにか 》

レクチャー１ 動名詞とは。

レクチャー２ 他動詞の目的語に関する不定詞と動名詞の注意事項。

⑴不定詞と動名詞の対照的な特徴。

⑵不定詞だけを目的語にとる他動詞。

⑶動名詞だけを目的語にとる他動詞。

⑷目的語に不定詞をとった場合と動名詞をとった場合で意味が異な

る他動詞。

①不定詞が未来を表わし、動名詞が過去を表わすもの。

②不定詞が能動 ～する を表わし、動名詞が受身 ～される を表

わすもの
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③その他

⑸目的語に不定詞、動名詞どちらをとってもあまり意味が変わらな

いもの

レクチャー３ 動名詞の意味上の主語。

⑴意味上の主語を明示する必要がない場合。

⑵意味上の主語を明示する必要がある場合。

レクチャー４ 完了動名詞 ～ の用法。

レクチャー５ 「 ＋ ～」の慣用表現。

① ～

② ～

③ ～

④ ～

⑤ ～

⑥ ～

⑦ ～

レクチャー６ 動名詞を用いた慣用表現。

⑴ ～

⑵ ～

⑶ ～ …

⑷

⑸ ～

⑹ 金･時間 ～

⑺ ～

⑻ ～

⑼ ～

⑽ ～

⑾ ～

⑿ ～

⒀ ～

⒁ ～

⒂ ～

⒃ ～

⒄ ～

⒅ ～

⒆ ～
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第五章 準動詞⑵ 不定詞

レクチャー１ 不定詞についての基礎知識。

⑴不定詞とは。

⑵不定詞の３用法。

レクチャー２ 不定詞の名詞用法。

⑴不定詞の名詞用法とは。

⑵「疑問詞＋ 原形 ～」。

レクチャー３ 不定詞の形容詞用法。

⑴不定詞の形容詞用法とは。

⑵修飾される名詞と不定詞との関係。

⑶形容詞用法の不定詞で最も狙われやすいタイプの問題。

レクチャー４ 不定詞の副詞用法。

⑴不定詞の副詞用法とは。

⑵副詞用法の不定詞の詳しい見極め方法。

⑶ 構文 直前の形容詞を限定する不定詞 。

⑷副詞用法の不定詞を用いた慣用表現。

①～ 原形 …

～ 原形 …

② ～ 原形 …

⑸独立不定詞。

①

②

③ Ｓ Ｖ～

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
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⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

レクチャー５ 不定詞の意味上の主語。

⑴意味上の主語を明示する必要がない場合。

⑵意味上の主語を明示する必要がある場合。

レクチャー６ 完了不定詞 ～ の用法。

レクチャー７ 代不定詞の用法。

レクチャー８ 不定詞の否定。

⑴一般の不定詞の否定の表し方。

⑵「目的」を表す不定詞の否定 つまり｢～しないように｣ の表し方。

レクチャー９ 構文。

⑴ 構文の見極め法。

⑵ 構文の意味。

《もう一歩深く 「 構文」》

レクチャー１０ 不定詞を用いたその他の頻出構文。

⑴ 形容詞 Ａ 人 原形 ～

⑵ Ｓ 原形 ～

Ｓ 原形 ～

⑶ 抽象名詞 原形 ～

第六章 準動詞⑶ 分詞

レクチャー１ 分詞についての基礎知識。

レクチャー２ 分詞の用法 働き 。

⑴分詞の動詞的な用法 働き 。

⑵分詞の形容詞的な用法 働き 。

⑶文法問題における分詞の選び方の基本。

①分詞が名詞を直前直後から修飾する場合

②分詞が「ＳＶＣ」や「ＳＶＯＣ」の「Ｃ」になる場合

レクチャー３ 感情・被害を表す動詞の分詞形に注意。

⑴感情を表す動詞とその分詞形。

⑵被害を表す動詞とその分詞形。
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レクチャー４ 分詞構文 分詞の副詞的用法 。

⑴分詞構文とは。

⑵基本的な分詞構文の作り方。

⑶分詞構文における注意事項。

①否定文を分詞構文にするには

②前半と後半の節の動詞の時制が異なっている文を分詞構文にす

るには

③前半と後半で主語が異なっている英文を分詞構文にするには

④「 構文」を分詞構文にするには

⑤動詞が 動詞であるような英文を分詞構文にするには

⑥分詞構文の分詞句は後に置かれることもある

⑦分詞構文の訳し方

⑷ ｗｉｔｈＯ Ｃ で「ＯがＣの状態で」。

レクチャー５ 間違えやすい分詞構文（特に過去分詞で始まる分詞構文等）。

レクチャー６ 慣用的な分詞構文。

⑴

⑵

⑶ Ｓ Ｖ～

⑷ Ｓ Ｖ～

⑸ Ｓ Ｖ～

⑹

⑺

⑻

⑼ Ｓ Ｖ～

⑽ Ｓ Ｖ～

⑾ Ｓ Ｖ～

⑿

⒀

⒁ Ｓ Ｖ～

レクチャー７ 分詞形容詞について。

《補足：準動詞の働きのまとめ》
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第七章 仮定法

レクチャー１ 仮定法とその特徴。

⑴仮定法とは。

⑵仮定法の最も大きな特徴。

《仮定法はなぜ「現在」のことを述べるのに「過去形」を使うのか 》

レクチャー２ 仮定法過去。

レクチャー３ 仮定法過去完了。

レクチャー４ 仮定法未来。

⑴「 」型の公式。

⑵「 」型の公式。

⑶「 」型と「 」型の用法・意味的な違い。

レクチャー５ 公式の整理。

レクチャー６ 「 の省略」に関して。

⑴基本ルール。

⑵注意すべきポイント。

レクチャー７ 仮定法を用いた慣用表現。

⑴

⑵  Ｓ Ｖ 仮定法 ～

⑶ Ｓ Ｖ 仮定法 ～

⑷ Ｓ Ｖ 仮定法 ～

⑸ Ｓ Ｖ 仮定法 ～

⑹

レクチャー８ 仮定法と時制 の一致 。

⑴「時制の一致」というルール。

⑵仮定法は「時制の一致の例外」。

レクチャー９ 節のない仮定法。

⑴「名詞」が 節の代用をしている例。

⑵「副詞」の が 節の代用をしている例。

⑶「不定詞」が 節の代用をしている例。

⑷「前置詞 名詞」が 節の代用をしている例。

⑸「 比較級の付いた 名詞句＋ Ｓ＋Ｖ 仮定法 ～」の名詞 句 部分

が 節の代用をしている例。
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第八章 関係詞⑴

レクチャー１ 関係代名詞に関する基礎知識。

⑴関係代名詞とは。

⑵代表的な３種類の関係代名詞。

①主格の関係代名詞

②目的格の関係代名詞

③所有格の関係代名詞

レクチャー２ 文法問題における関係代名詞の格の決め方。

⑴主格の関係代名詞。

⑵目的格の関係代名詞。

⑶所有格の関係代名詞。

⑷ Ｓ Ｖ Ｖ～型 連鎖関係詞節 。

レクチャー３ 関係代名詞の 。

⑴ 関係代名詞が でなければならない場合。

①先行詞が「人＋人以外」のとき

②先行詞が疑問詞 や 等 のとき

③関係代名詞の補語格は になる

⑵ はカンマや前置詞が直前にあったら使えない。

レクチャー４ 「その屋根の見える家が、スミスさんの家です」が、関係代名詞を用い

て２パターンできる理由。

レクチャー５ 関係代名詞の 。

⑴ の基本とその特徴。

⑵ を用いた慣用表現。

①

② Ｓ

③ Ｓ

④ Ｓ

⑤ Ｓ

Ｓ

⑥ Ｓ

⑦ 比較級

⑧

⑨

⑩
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レクチャー６ 関係副詞（ ）。

⑴関係副詞とは。

⑵４つの関係副詞とその先行詞。

⑶関係副詞の先行詞の省略。

⑷ と 。

レクチャー７ 関係副詞関連でよくあるタイプの問題。

《関係代名詞とそれ以外のものの後に続く形の違い》

レクチャー８ 関係副詞のその他の注意点。

⑴間違えやすい の用法。

⑵ は先行詞と離れて置かれることがある。

⑶「 ～」と「 ～」。

レクチャー９ 前置詞＋関係代名詞。

⑴前置詞と関係代名詞がワンセットで２文をつなぐ接着剤の働きを

することがある。

⑵文法問題としての「前置詞 関係代名詞」。

レクチャー１０ 関係代名詞の非制限用法。

⑴制限用法と非制限用法の意味の違い。

⑵関係詞の前にカンマ がついていた場合のポイント。

⑶「 不定代名詞 目的格 」。

⑷「 関係副詞」。

⑸非制限用法 つまりカンマが前についたら の関係代名詞は、たと

えそれが目的格でも省略することはできない。

⑹制限用法 カンマなし と非制限用法 カンマあり の先行詞の違い。

《まとめ》

第九章 関係詞⑵

レクチャー１ 「 名詞」と「 名詞」。

⑴ や の後ろの「名詞」の働き。

⑵ との違い。

⑶ の直後の「 無冠詞の 名詞」のまとめ。

⑷「 名詞」と「 名詞」のそれぞれの特徴。

レクチャー２ 関係代名詞の 。
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⑴先行詞に や 、 副詞の がつく場合、直後の関係

代名詞は になる。

⑵主節やその一部を先行詞とする 。

レクチャー３ 前置詞 関係代名詞の 目的格＋ 原形 ～。

レクチャー４ 関係代名詞 等 の用法。

⑴普通の関係代名詞との違い。

⑵名詞用法。

⑶副詞用法。

⑷ よくあるタイプの問題。

⑸ にするか にするかの見極め。

レクチャー５ 関係副詞 の用法。

⑴ 「どこで へ ～しても しようとも 」

⑵ 「いつ～しても しようとも 」

⑶ 。

⑷「関係代名詞 」と「関係副詞 」の使い分け方。

レクチャー６ 関係代名詞の二重限定。

⑴関係代名詞の二重限定とは。

⑵二重限定 の関係詞節 と、 で結ばれた関係詞節の区別とその違

い。

第十章 接続詞

レクチャー１ 等位接続詞と従位接続詞。

⑴等位接続詞。

①等位接続詞とは

②等位接続詞の働き

③等位接続詞によって結びつけられた両者は、構造的にも等しく

なる

⑵従位接続詞。

①従位接続詞とは

②従位接続詞の働き

③主節は１つの文に１つだけだが、従位節は１つの文にいくつあ

ってもいい

レクチャー２ の用法。

⑴指示代名詞の 。
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⑵ 従位 接続詞の 。

①名詞節を作る

②副詞節を作る

⑶関係代名詞の 。

①関係代名詞の とは

②関係代名詞の か 接続詞の か その見極め方

⑷強調構文をつくる 。

①強調構文とは

②強調構文か 仮主語構文か その見極め方

③注意すべきポイント

⑸その他の 。

①先行詞を明示する

②副詞の

レクチャー３ の用法。

⑴ 節がＳ・Ｏ・Ｃになったり、又は前置詞の後ろに置かれて

いる場合、その は「～かどうか」と訳す。

⑵ 節がＳ・Ｏ・Ｃにならない場合、その は「～で

あろうとなかろうと」と訳す。

⑶「～かどうか」となる場合の と の使い分け方。

レクチャー４ 接続詞を用いた「時」に関する重要構文。

⑴ Ｓ Ｖ～．

⑵ Ｓ Ｖ～．

⑶ ～ Ｓ Ｖ 過去形 …．

⑷ Ｓ Ｖ～

⑸ Ｓ Ｖ～

⑹ Ｓ Ｖ～

⑺ Ｓ＋Ｖ～

⑻ ～ Ｓ Ｖ…

レクチャー５ 「～までに は 」と「～まで は 」の違い。

⑴「～までに は 」。

⑵「～まで」。

⑶「 又は 」と「 」の使い分け。

レクチャー６ 「理由」を表す意外な接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ～

⑵ Ｓ Ｖ～

⑶ Ｓ Ｖ～

⑷ Ｓ Ｖ～
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⑸ Ｓ Ｖ～

レクチャー７ 「条件」を表す意外な接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ～

⑵ Ｓ Ｖ～

⑶ Ｓ Ｖ～

⑷ Ｓ Ｖ～

⑸ Ｓ Ｖ～

⑹ Ｓ Ｖ～

⑺ Ｓ Ｖ～

レクチャー８ の用法。

⑴「もし～なら」

⑵「～の場合に備えて、～だといけないので」

⑶ という形で 「万一の用心に、万が一に備えて」

レクチャー９ 「 ～ Ｓ Ｖ…」という形で接続詞的に使われるもの。

⑴ Ｓ Ｖ～ 「Ｓが～するたびに」

Ｓ＋Ｖ～

⑵ Ｓ Ｖ～ 「Ｓが～するとすぐに」

⑶「 」と「 」。

① Ｓ＋Ｖ～「～に関する限りでは、～について

② Ｓ＋Ｖ～ 言えば」

③「 」 と 「 」の使い分け方

レクチャー１０ 「Ｓが～するために できるように 」という「目的」表す接続詞。

⑴ Ｓ Ｖ 原形 ～

⑵ Ｓ Ｖ 原形 ～

レクチャー１１ 「～するとすぐ…した」を表す構文。

⑴ Ｓ＋Ｖ 過去 ～ Ｓ ＋Ｖ 過去 …

⑵ ～ Ｓ ＋Ｖ 過去 …

⑶ Ｓ＋ ＋□＋ ～■Ｓ ＋Ｖ 過去 …

レクチャー１２ 「 ～ Ｓ＋Ｖ…」と「 ～ Ｓ＋Ｖ…」。

⑴ ～ Ｓ＋Ｖ… 「Ｓはとても～なので…だ」

⑵ ～ Ｓ＋Ｖ… 「Ｓはとても～なので…だ」

レクチャー１３ その他の頻出の接続詞。

⑴Ｓ 動詞 Ｓ＋Ｖ～ 「Ｓは大変なものなので～」

⑵

｛ ｝Ｓ Ｖ 原形 ～

「～するといけないので ～しないように 」
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⑶ Ｓ Ｖ～ 「もし～ないなら」≒

「～ない限り」 ≒ Ｓ Ｖ～

「～する場合を除いて」

⑷ Ｓ Ｖ～ 「ひとたび いったん ～すると」

⑸ Ｓ Ｖ～

⑹ Ｓ＋Ｖ～

⑺

｛
Ｓ Ｖ 原形 ～

命令文 「…せよ。そうすれば～だろう」

｢…せよ｣ Ｓ Ｖ 原形 ～

「…せよ。さもないと～だろう」

⑻ Ｓ Ｖ～

⑼ 否定文 Ｓ Ｖ～ 「～だからといって」

第十一章 比較

レクチャー１ 「原級比較 Ａ 動詞 ～ Ｂ ＡはＢと同じくらい～だ 」で大切な

こと」

⑴原級比較の否定は、「Ａ 動詞 ～ Ｂ」。「ＡはＢほ

ど～ない」。

⑵「 形容詞 名詞 …」の語順に注意せよ。

⑶原級比較を用いた重要表現。

① … …「…と同じだけ 同じ量 の

Ａ」

② Ａ 複数名詞 「 先行する名詞と 同数のＡ」

③強調の ～

③ 原級 単数名詞 「誰 どれ にも劣らず…」

④ 原級 過去形 大半は 「並外れた～」「古今またと

ない～」

⑤ 原形 ～「～さえしない」

⑥ 「ＡというよりもむしろＢ」

⑦倍数表現

レクチャー２ 「比較級 Ａ 動詞 ～ Ｂ ＡはＢより～だ 」で大切なこと。

⑴ を用いたセット表現。

①比較級＋ 「いつもより」

②比較級＋ 「昔 のＡ より、ほど」
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③比較級＋ 「実際 のＡ より、ほど」

④比較級＋ 「見た目より、ほど」

⑤ 形容詞 「少しも～ない」

⑥ 「Ｂというより も むしろＡ」

⑦ 原形 ～ 「～するほどバカではない」

⑧ 「Ａ以外の に 」

⑨ 「私が思っていた 予想してい

た ほど、より」

⑵不規則の比較変化をする語。

⑶比較級を強調する副詞。

⑷ を用いない比較表現。

⑸比較級に「 」がつく４パターン。

① 比較級 Ｓ＋Ｖ～ 比較級 Ｓ＋Ｖ…

「～すればするほど ますます …」

②

} {比較級

Ｓ Ｖ…

「Ａ …の故に なので それだけ～」

③

｛比較級

Ｓ Ｖ…

「Ａ …だからといって全く～ない」

④ 比較級 名詞 「２者のうちより～な方」

⑹同一 人 物の中の異なった性質を比較する場合、どんなに短い単語

でも、「 原級」にする。

⑺比較の対象同士（つまり、比較される者同士）は、基本的に、同じ

種類でなくてはならない。

⑻その他の比較級を用いた重要表現。

①否定文～＋ Ａ

「～ない。ましてＡはなおさら～でない」

② 原形 ～「～するほど馬鹿ではない」

「（～するよりも）もっと思慮分別がある」

③「ますます～、だんだん～」

レクチャー３ クジラ構文。
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⑴「クジラ構文」って？

⑵基本ルール。

⑶Ａ ～ Ｂ

⑷Ａ ～ Ｂ Ｃ

⑸Ａ ～ Ｂ

⑹ と 。

⑺ と 。

⑻Ａ ～ Ｂ

⑼応用編「 比較級 」の構文。

レクチャー４ 「最上級 Ａ 動詞 ～ … Ａは…のうちで最も～だ 」で大

切なこと。

⑴最上級で用いる「～のうちで」の と に関して。

⑵最上級を強調する語句。

⑶「 原級 の形容詞･副詞 」で「最も～でない」。

⑷「 最上級」が の意味を含む場合がある。

⑸「 最上級 Ａ 複数名詞 」で「最も～なＡのうちの１

つ」という意味になる。

⑹最上級に近い意味を表す表現。

①

{
～

｝＋ 単数名詞

～

②

{
～

｝単数名詞  Ａ

 ～

③その他。

⒈ ～ 「誰 どれ］にも劣らず～」

⒉ ～ 動詞の過去形 「並外れた～」

⑺最上級を用いた慣用表現。

① ＋序数＋最上級 「□番目に～」

②「○○ぶりに」

【注意すべき比較表現】
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第十二章 名詞・冠詞

名詞

レクチャー１ 「数えられる名詞 可算名詞 」と「数えられない名詞 不可算名詞 」の

見分け方。

レクチャー２ 頻出の不可算名詞。

⑴ある種類全体を表わす集合名詞。

⑵物質名詞（物質の名で、一定の形や区切りがないもの 。

⑶抽象名詞（具体的な形を持たない抽象的な概念の名で、性質・状態

・動作・感情・学問主義・運動・病気などを表す名詞）。

レクチャー３ 「形容詞＋抽象名詞 物質名詞 」。

レクチャー４ 不可算名詞の数え方。

レクチャー５ 可算名詞と不可算名詞につく数量形容詞。

⑴可算名詞の複数形につくもの。

⑵不可算名詞につくもの。

⑶両方につくことができるもの。

レクチャー６ その他の名詞と「数」に関する注意事項。

⑴複数形の「ｓ」の位置を間違えやすい名詞。

⑵必ず複数形を用いなければならない表現。

① 「Ａと友達になる」

② 「Ａと握手する」

③ ～ 「Ａと～な間柄である」

④ ⒈「Ａの点で」

～ ⒉「Ａの言い方 言い回し・言葉 で」

⑤ ⒈「合意する」「仲直りする」

⒉「あきらめて従う」

⑥ ～

「～で列車 飛行機 を乗り換える」

⑦ 「持ち主が変わる」

⑧ 「Ａと座席を交換する」

⑨ ～ 「交替で～する」

⑩ 「気取る」

⑪ 人

「Ａによろしくと伝える」

⑫ 「手段 策・措置 をとる」

⑬ 「シャツを着替える」
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⑶可算名詞と不可算名詞の両方の意味をもつ名詞がある。

①物質名詞 不可算 と普通名詞 可算 の両方の意味を持つもの

②抽象名詞 不可算 と普通名詞 可算 の両方の意味を持つもの

③特に複数形で特別な意味を持つ名詞 分化複数

⑷ は「国民」「民族」。

⑸ は単数名詞？ 複数名詞？

⑹ は正しいか？

レクチャー７ 「ｏｆ＋抽象名詞」は形容詞化する。

レクチャー８ 「 ＋抽象名詞」は副詞化する。

レクチャー９ 意味がまぎらわしい名詞。

⑴「客」。

⑵「料金」など。

⑶「働いている人」。

⑷「収入」。

⑸「旅」。

⑹「仕事」「職業」。

⑺「影」。

⑻「約束」。

⑼「ゆるし」。

⑽「道」。

⑾「サイン」。

⑿「習慣」。

⒀「移民」。

⒁「天気」「天候」。

⒂「景色」。

⒃「ゴミ」。

⒄「ひげ」。

⒅「手」「足」。

⒆「群れ」。

レクチャー１０ 意外な意味を持つ名詞。

レクチャー１１ 複数 形の 名詞の所有格のアポストロフィ の付け方。

冠詞

レクチャー１ のついた名詞の特徴。

レクチャー２ のついた名詞の特徴。

⑴「 名詞」の特徴。

⑵初めて登場した名詞でも が付くことがある。

－２３－

スカッと理解！ 英文法が完璧に身につく本 目次



レクチャー３ 「 名詞」構文と冠詞。

レクチャー４ 「 」……「いくつかあるうちのひとつの～」

「 」…「唯一の～」

レクチャー５ 「 名詞」。

レクチャー６ 不定冠詞 の特殊な用法。

⑴「ある～」 ＝

⑵「いくらかの」 ＝

⑶「同じ」 ＝

⑷「～につき」＝

⑸「どれでも」「～というもの」＝

⑹「 固有名詞」

①「～と か いう人」

②「～のような人」

③「～家の人」

④「～の作品・製品」

その名詞に をつけるか をつけるかについての注意点

レクチャー７ 定冠詞 の特殊な用法。

⑴「～というもの」という意味で、その種族全体をひとまとめにし

て表す。

⑵「 形容詞 分詞 」。

①「～な人々」という意味で「人を表す複数名詞化」することが

ある

②「～なもの、こと」という意味で「抽象名詞化」「集合名詞

化」することがある

⑶「 等 ＋ 人 ＋ ＋ ＋ 身体の一部 ＡのＢをつか

む」。

⑷「 ＋ ＋ 単位を表す名詞 」で「～単位で」という意味にな

る。

⑸「 単数の 普通名詞」が抽象名詞化することがある。

レクチャー８ 冠詞に関するその他のルール。

⑴交通 通信 手段を表す の後ろの名詞は、必ず無冠詞にする。

⑵固有名詞と定冠詞。

①定冠詞のつく固有名詞

② のつかない固有名詞

③「新聞」「雑誌」には がつく

④「団体名」にも がつく
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第十三章 代名詞

レクチャー１ 名詞の繰り返しを避けるために用いられる「 」「 」「 」の使

い分け。

⑴「 」と「 」。

①元の名詞との関係

②不可算名詞を受けられるか

③冠詞や形容詞、疑問詞 を前につけられるか

⑵「 」

① も、前出の名詞の反復を避けるために 「 既出の 単数

名詞」の代用として 用いられるが、後ろに前置詞句や関係節な

どの限定語句を伴うのが普通。

② ～ は関係代名詞の と同じで「～するもの こ

と 」という意味

③ Ｖ～ は「～する人々」という意味。これは「

Ｖ～」という構文の、 が省略されるた

形

参考 と の違い。

レクチャー２ 不定代名詞の相関的用法。

⑴ と は つあるうちの 「 どれか １つ」と「 残った 一

方」。

⑵ と は つ以上あるうちの 「 どれか １つ」と「残りの全

部」。

⑶ と は つ以上あるうちの 「 どれか １つ」と「 以外の別の

どれか１つ」。

⑷ と は つ以上あるうちの 「いくつか」と「残りの全

部」。

⑸ と は つ以上あるうちの 「いくつか」と「別の不特定のい

くつか」。

レクチャー３ 代名詞 の用法。

⑴ と は つ以上あるうちの 「 どれか １つ」と「 以外の

別のどれか１つ」。

⑵ 名詞 は「 ３つ以上のものが 次から次へ

と」「続々と」。

⑶ は「ＡとＢは異なる」。

⑷ ＋数詞 又は ＋複数名詞 距離・期間など は「あと もう

～」。
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⑸「同類」という意味の 。

⑹ は「お互い」。

⑺ 単数名詞 は 「何らかの…」。

単数名詞

単数名詞

レクチャー４ 代名詞を用いた慣用表現。

⑴ 単数名詞 は「何らかの○○」。

⑵ 無冠詞で用いられる 条件文では は「大物」

「重要人物」、逆に は「小物」「無名の人物」という意味

になることがある。

また、無冠詞で使う が「良いこと」「大したこと」

「重要人物」「大物」といった意味になることがある。

⑶ は「Ａはどこか具合が悪い 故障して

いる 」。

⑷ は「Ａと全く関係がない」。

は「Ａと大いに関係がある」。

は「Ａと何らかの関係がある」。

は「Ａとほとんど関係がない」。

⑸ は「Ａを重視する、Ａを尊重する」。

は「①Ａを軽視する ②Ａをほとんど理

解できない」。

は「①Ａがさっぱり理解できない ②Ａを何と

も思わない」。

⑹ は「Ａを重視する、Ａを尊重する」。

は「Ａを軽視する、Ａを苦にしな

い」。

は「Ａを何とも思わない、苦にしない」。

⑺ は「① 人 にさっぱり会わない ②「 物事 がさ

っぱり分からない」。

は「Ａ 人 によく会う」。

は「Ａ 人 にほとんど会わない」。

⑻ は「全く非の打ちどころがない、

申し分ない」。

は「ほとんど非の打ちところがな

い」。
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は「少々の遺憾な点がある」。

は「遺憾な点が多い」。

⑼

①どちらかと言えば［通例文頭で用いる］

②たとえあっても

⑽ は「決して～ない」。

⑾ Ｖ 原形 ～ は「～してばかりいる」。

⑿ は「Ａにすぎない」。

⒀

①「無料で」

②「無駄に」

⒁ は「役に立たない」。

は「なんらかの役に立つ」。

⒂

①「そういうも のとして、それなりに」

② 主に否定文で 「それ自体で は 」

③ 主に否定文で 「厳密な意味での、というような大層な代物

しろもの 」

⒃ は「Ａは大したＢではない」。

レクチャー５ その他の不定代名詞の用法。

⑴ 。

⑵ 。

⑶ と 。

⑷ 。

⑸ 。

⑹ 。

⑺ 。

レクチャー６ 指示代名詞・冠詞・不定代名詞・疑問代名詞を、所有格と並べて用い

ることはできない。

レクチャー７ 「 ～ 」「 ～ 」の語順はあるが、その逆はない。

レクチャー８ 再帰代名詞 の用法。

⑴動詞や前置詞の後ろで目的語になる。

①主語と目的語が同一 人 物の場合に、この再帰代名詞を用いる

②他動詞の目的語に がなると つまり「他動詞

」となると 、その他動詞は自動詞的な意味になる

③「前置詞＋ 」という形で、決まり文句的によく問題で問
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われるもの

④補語になることもある

⑵強意用法。

①Ｓ・Ｏ・Ｃの後において、その意味を強調する

②「 動詞 抽象名詞 」で「とても～だ」という意味にな

る

レクチャー９ 疑問代名詞の用法に関して。

⑴疑問代名詞 は文の主要素 Ｓ・Ｏ・Ｃ になれ

るのに対して、疑問副詞 は文の主要素

Ｓ・Ｏ・Ｃ になれない点に注意。

⑵疑問代名詞は関係代名詞同様、後ろに不完全な文 構造 がくるの

に対し、疑問副詞の後ろには関係副詞同様、後ろには完全な文 構

造 がくる。

⑶「 ～ 」と「 ～ 」の使い分けがよく問われる。

① 「Ａをどう思いますか」

② 「Ａをどう綴りますか 」

「Ａをなんと言いますか 」

③ ～ 「～するのはどうですか」

④ 「Ａはどんなものであるのか」

「Ａはどんなふうに見えるのか」

⑤その他

⑷ を用いた頻出の慣用表現。

① ～

⒈「なぜ、なんのために」

⒉「どんな目的で」

② 「Ａはどんなものであるのか」

③ Ｓ Ｖ～

⒈「～ならどうなるだろうか」 提案・問いかけ・不安

⒉「たとえ～だとしても、それがどうしたというのだ」

修辞疑問

④ Ｓ 「Ｓはいったい何 について なのか」

⑤ 「だから何だというのだ」

「そんなことどうだっていいじゃないか」

⑥ 「やあ、変ったことないかい」

「どうしてる」

⑦ Ａ ～ 「Ａは／～するのはどうで
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す 」 提案

⑧ 「Ａはどうなる」

レクチャー１０ 天候・時間・距離・漠然とした状況などの に関して。

レクチャー１１ を用いた重要構文。

⑴ Ｓ＋Ｖ～ 「～のように見える、思わ

れる」。

⑵ Ｓ＋Ｖ～ 「たまたま～した」。

⑶ Ｓ＋Ｖ～ 「結果として～だとわかる」。

Ｓ＋Ｖ～ 「結果として 結局のと

ころ 、～だった」。

｛
Ｓ＋Ｖ～

⑷ 人 原形 ～

疑問詞節

「～がＡの頭 心 に浮かぶ」。

⑸ 人 Ｓ＋Ｖ～ 「～がＡに次第にわかって

くる」。

⑹ Ｓ＋Ｖ～ 「～ということになる」。

⑺ 原形 ～ 「～するのがどういうものであ

るのか」。

⑻ ～ 「～しても無駄だ」。

⑼ Ｓ＋Ｖ～ 「～かどうか

は重要ではない」。

Ｓ＋Ｖ～

⑽ Ｓ＋Ｖ～ 「～なのも無理はない」。

⑾ Ｓ＋Ｖ～ 「～だといっても

過言ではない」。

⑿ Ｓ＋Ｖ～ 「～なのは言うまでも

ない」。

⒀ Ｓ Ｖ～ 「まもなく～す

るだろう」。

⒁「（金・犠牲が）かかる 」と「 時間・労力が かかる

」。

レクチャー１２ 形式目的語の 。

①「 名 形･分･名 ＯはＣだと思う みなす 」

②「 名 形･分･名 ＯをＣにする」

③「 名 形･分･名 ＯはＣだと思う 分かる 」

⑴ Ｓ＋Ｖ～「～するよう取り計らう、気をつ
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ける」。

⑵ Ｓ＋Ｖ～「～するのを当然とみな

す」。

⑶ 原形 ～「～するのを習慣にする」。

⑷ Ｓ＋Ｖ～「～だと言う」。

⑸ Ｓ＋Ｖ～「～するということを当てにする」。

⑹ Ｓ＋Ｖ～「～だと思う」。

⑺ Ｓ Ｖ～「～する した のはＡのおかげだ」。

原形 ～「Ａに対して～する義務を負ってい

る」。

レクチャー１３ 「  」構文。

⑴ 動詞  名 がある いる

⑵ 一般動詞  名

⑶  名 がある いる かのように

見える 思える

①  名 「 昔 があった」

②  名 「がある可能性がある」

③  名 「があると言われている」

思われている

信じられている

⑷「  」構文の準動詞形。

⑸ 動詞  名 分詞～ ～している される がいる

⑹ Ｓ Ｖ～ ～という噂がある

⑺「 動詞  名 」を用いた慣用表現。

① ～

～

～

「～しても無駄だ」

② ～

原形 ～

「～できない」

③ 原形 ～

「～するより仕方がない」

④ 原形 ～

「～する必要はない」
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｛⑤ Ｓ Ｖ～

Ｓ Ｖ～

「Ａ ～について全く疑問の余地がない」

第十四章 形容詞・副詞

形容詞

レクチャー１ 形容詞と副詞の文中での働き 用法 。

⑴形容詞の働き 用法 。

⑵副詞の働き 用法 。

⑶よくあるタイプの問題。

レクチャー２ 意味の区別がつきにくい形容詞など。

レクチャー３ 形容詞の限定用法と叙述用法。

《もう一歩深く 》

レクチャー４ 用法が紛らわしい形容詞・副詞。

⑴「早い」「速い」

⑵「高い」「安い 低い 」

⑶「多い」「少ない」「大きい」「小さい」。

⑷「広い」「狭い」。

⑸「重い」。

⑹「似ている」。

⑺「できる」「できない」の意味を表す形容詞。

⑻「濃い」「薄い」。

⑼ と 。

⑽ と 。

⑾「まだ」。

⑿時を表す副詞と使用される時制。

⒀「近い」。

⒁「軽い」。

⒂「遠い」「離れている」。

⒃「○○ぶりに」。

⒄「ある～」。
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⒅「きびしい」。

⒆「はずかしい」。

⒇「おちつかない」。

「意外と」。

「 高さが・幅が・長さが …ある」の表現。

レクチャー５ 「～ごとに １回 」という意味の がある。

レクチャー６ 主語と形容詞。

⑴人を主語にできない形容詞 ～ 原形 …構文を使う場合が多い 。

⑵物を主語にできない形容詞 人の能力や感情を表す形容詞 。

レクチャー７ 「 全くＡではない」と「 Ａがない」の区別の

仕方。

⑴ 。

⑵ 。

レクチャー８ 「ほとんど（大半）のＡ／Ａのほとんど（大半）」。

⑴「 限定されていない Ａのほとんど」。

⑵「 限定された Ａのほとんど」。

レクチャー９ 。

⑴「別の 他の 方法で、違ったふうに」。

⑵「その他の点で は 」。

レクチャー１０ 可算名詞と不可算名詞につく数量形容詞。

⑴可算名詞の複数形につくもの。

⑵不可算名詞につくもの。

⑶両方につくことができるもの。

レクチャー１１「ほとんど～ない」と「滅多に～ない」。

⑴ と の意味の違い。

⑵「 」は「滅多に～ない」。

⑶「 」は名詞を否定し「

名詞」の形で「 その名詞が ほとんど～ない」。

レクチャー１２「 ＋名詞＋ 」の形で一つの形容詞の働きをするもの。

レクチャー１３ 頻出 関連のイディオム。

⑴ 「直接、じかに」

⑵ ⒈「一目で の 」 ⒉「一見したところでは」

⑶ 「初めて」

⑷ 「まず第一に」
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⑸ 「はじめのうち は 」

⑹ 「遅かれ早かれ」

⑺ Ｓ＋Ｖ～ Ｓ Ｖ… 「はじめて 最後に

～した時に…」

⑻ 「最初から」

⑼ 「最初から最後まで、終始」

⑽ Ｓ ～ 「Ｓが～するのは今回

がはじめてだ」

レクチャー１４ 。

レクチャー１５ 副詞の「 」「 」「 」「 」の直後に冠詞の はこれない。

レクチャー１６ 「 ＋数詞 又は ＋複数名詞 期間 距離 など 」で、

が「あと もう ～」という意味になる。

レクチャー１７ 名詞と間違えやすい副詞。

レクチャー１８ が付く形と付かない形で意味が異なる副詞。

レクチャー１９ 副詞の 十分に は必ず後から語句を修飾をする。

レクチャー２０ 「 」「 」「 」で終わる複合形の不定代名詞を修飾する

ときは、形容詞は 一語でも 、必ずその後ろに置かれる。

レクチャー２１ 数詞を含む形容詞には複数の「 」はつけない。

レクチャー２２ 英文中での副詞の位置について。

⑴一般的な副詞の位置。

⑵日時の表記について。

⑶頻度を表す副詞の位置。

レクチャー２３ 形容詞の順序。

⑴形容詞を重ねる場合の順序。

⑵ は、 冠詞 や 所有格 や 指示代名詞 な

どの前に置かれる。

第十五章 否定・倒置・語順・強調

否定

レクチャー１ 強意の否定表現。

⑴「決して～ない」のいろいろな表現。

①
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～

《もう一歩深く 》

②

～

③

～

④

～

⑵「まったく 少しも ～ない」のいろいろな表現。

① ～

② ～

③

④ ～

⑤ ～

⑥ ～

～

⑦

⑧ ～

⑶「 ～」は「少しも～でない」「決して～ない」。

～

⑷「 」は「ＡもＢも両方～でない」。

「 ～」は「両方とも～ない」。

⑸ を強調する「 人 」。

⑹強意の副詞としての 。

レクチャー２ 「 全くＡではない」と「 Ａがない」の区別の

仕方。

レクチャー３ 「ほとんど～ない」と「滅多に～ない」。

レクチャー４ 否定語を含まない否定表現。

⑴ ～「全く～ない」

《もう一歩深く 》

⑵ ～「全く～ない」

⑶ ～「～がない」

⑷ 等 原形 ～ 関係詞節～「決して～

ない」

⑸ 原形 ～ ⒈「～しない」 ⒉「～できない」

⑹ ～ 「 範囲・限界が ～を超越している、～よりすぐれて

～ いる、～の及ばない」
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⑺ 名 原形 ～「Ａ／～するほどバカでは

ない」

⑻ 原形 ～「いまだ～していない」

原形 ～

《もう一歩深く 》

⑼修辞疑問

レクチャー５ 部分否定。

⑴ 「全て～というわけではない」

⑵ 「 〃 」

⑶ 「両方～というわけではない」

⑷ 「いつも～というわけではない」

⑸ 「必ずしも～というわけではない」

⑹ 「まったく～というわけではない」

⑺ 「 〃 」

⑻ 「 〃 」

⑼ 「 〃 」

レクチャー６ 二重否定。

⑴ 原形 ～ … 「～すれば必ず…す

る」

⑵ 原形 ～「必ず～する」 習慣的行為

原形 ～ 「必ずと言っていいほど～

する」

⑶ 原形 ～「必ず～する」 一回限りの行為

レクチャー７ その他の注意すべき否定の慣用表現。

⑴ ～ … 「～して であって …しすぎる でありすぎる こ

とはない」

⑵ ～ … 「…して になって はじめて～」

⑶「まもなく～するだろう」

① Ｓ Ｖ～ 「まもなく～するだろ

う」

② Ｓ Ｖ～ 「まもなく～した」

倒置

レクチャー１ 準 否定の副詞の倒置。

レクチャー２ 「Ｓもまた～しない」「Ｓもまた～する」。

⑴基本ルール。

⑵引っかけ問題。
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レクチャー３ その他の倒置の公式。

⑴一般の副詞 句 を強調するパターンの倒置。

① Ｍ＋Ｖ＋Ｓ

② Ｍ＋Ｓ＋Ｖ （主語が代名詞の場合）

⑵「Ｓ＋Ｖ＋Ｃ」のＣ 補語 を強調するパターンの倒置。

① Ｃ＋Ｖ＋Ｓ

② Ｃ＋Ｓ＋Ｖ （主語が代名詞の場合）

① Ｓ＋Ｖ＋ ～ Ｓ＋Ｖ…「とても～なので…する」

② Ｓ＋ 動詞＋ Ｓ＋Ｖ…「Ｓは大変なものなので…す

る」

⑶Ｏ 目的語 を強調するパターン。

①「Ｓ＋Ｖ＋Ｏ」のＯが文頭に飛び出すと全体は「Ｏ＋Ｓ＋Ｖ 」

の語順になる

②「Ｓ＋Ｖ＋ 」の が文頭に飛び出すと全体は「 ＋Ｓ＋

Ｖ＋ 」の語順になる

③「Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ」のＯが文頭に飛び出すと全体は「Ｏ＋Ｓ＋

Ｖ＋Ｃ」の語順になる

⑷慣用的な「倒置」。

①仮定法の が省略されると、条件節は疑問文と同じ語順になる

②文のバランスをとるための倒置

⒈「 ＋Ｖ 動詞・一般動詞 ＋Ｓ 」

⒉比較の や ～ の後の倒置

語順

レクチャー１ 間接疑問文の疑問詞節内の語順。

レクチャー２ 「 … 」と「 」の語順が狙

われることがある。

レクチャー３ 副詞の「 」「 」「 」「 」の直後に、冠詞の「 」を置

くことはできない。

レクチャー４ その他の語順のルール。

⑴
「 形容詞 副詞・名詞 ＋ ＋Ｓ＋Ｖ」で 「Ｓは～だけれ

ど」。

⑵関係詞とその先行詞は離ればなれになることがある。

⑶「Ｓ Ｖ Ｏ Ｃ」が「Ｓ Ｖ Ｃ Ｏ」の語順になることがある。

⑷「Ｓ Ｖ Ｏ Ｍ 副詞句 」が「Ｓ Ｖ Ｍ 副詞句 Ｏ」の語順になること

⑸「同格節」と、それが修飾する名詞とが離ればなれになることが
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レクチャー５ 付加疑問文。

⑴作り方。

①肯定文の後には否定の付加疑問 等の短縮形を使

う をつける

②否定文の後には肯定の付加疑問をつける

③ただし命令文の場合は を文末につける

④ で始まる文の場合は を文末につける

⑵注意点。

①文末の付加疑問の部分の主語は必ず人称代名詞にする

② 構文の場合は、 を使う

⑶発音する際の注意点。

強調

レクチャー１ 強調の副詞。

⑴ 以外の強調の副詞。

①「とても、大変に」… ， ， ， ，

②「全く、すっかり」…

③「全く」…

④ は「必要、病気、被害」などを意味する文脈で用いられ

ると「ひどく、非常に」という意味になることがある

⑵疑問詞を強調する副詞 句 。

①疑問詞に をつけて「疑問詞 」とすると、その疑問詞の

意味を強調できる

②疑問詞の後ろに以下のような語句をつけると、疑問詞が強調さ

れる

・ ・ ・

レクチャー２ 強調の形容詞。

⑴ 。

⑵ ～でき得る限りの、この上ない と 想像で

き得る限りの 。

⑶形容詞の 。

レクチャー３ 強調語としての助動詞 。

レクチャー４ 強調構文。

⑴強調構文とは。

⑵強調構文か？ 仮主語構文か？ その見極め方。

① と の間に「形容詞・分詞」や「副詞 句・節 」が
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ある場合

《もう一歩深く 》

② と の間に「名詞 句・節 」がある場合

③注意すべきポイント

第十六章 省略・代用表現・共通構文 関係 ・挿入・同格

省略

レクチャー１ 英語に置ける「省略」。

⒈慣用的な省略

⒉同じ形の反復（繰り返し）を避けるための省略

レクチャー２ 慣用的な省略 その一。副詞節内での「Ｓ 主語 ＋ 動詞」の省略。

レクチャー３ 慣用的な省略 その二。疑問詞関連の省略。

⑴ Ｓ Ｖ～

⑵ Ｓ＋Ｖ～

⑶

⑷ 「だからなんだ どうした というのだ 」

⑸ 「ねえねえ」「あのね」

レクチャー４ 慣用的な省略 その三。本来繰り返しを避けるための省略だが、慣用

的に用いられるもの。

⑴ の後の は「たとえあるにしても」と訳

す。

⑵ は「たとえ～だとしても」と訳す。

⑶ は「ＢではないにしてもＡ」と訳す。

⑷ は「もしそうでないなら」と訳す。

⑸ は「もしそうなら、もしそれが事実なら」と訳す。

⑹ には、 が省略されている。

① は「たとえあるにしてもほとんど～な

い」と訳す

② で「もしあれば」と訳す

⑺ は「どちらかと言えば 言うと 」と訳す。

レクチャー５ 慣用的な省略 その四。仮定法における「 」の省略。

レクチャー６ 慣用的な省略 その五。「要求」「提案」「命令」「決定」を表す動

詞、形容詞の後の 節内では「 Ｖ 原形 ～」が用いられるが、

この は省略されることがある
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レクチャー７ 慣用的な省略 その六。その他。

⑴分詞構文における「 」「 」は省略されることが

多い。

⑵「前置詞 句 」の省略。

①動名詞の前の前置詞は省略されることがある

② などの前の「 」は省略されることがある

③疑問詞で始まる名詞句 節 の前の「～に関して」という意味

の「 」「 」は省略されることがある

⑶「冠詞」の省略。

① 学校・教会・寝床などの 「建物・場所」が、その本来の目

的で用いられる場合には、冠詞は省略される つけない

②交通 通信 手段を表す前置詞の の後では、冠詞は省略さ

れる つけない

③「職務」や「地位」を表す名詞がＣ 補語 になる場合、冠詞

は省略される

④「名詞 Ｓ Ｖ ＳはＶだけれど」の構文では文頭の冠詞は

省略される つけない

⑷「接続詞」などの省略。

① などの目的語になる節を導

く接続詞の は、 口語などでは よく省略される。

省略されると「Ｓ＋Ｖ Ｓ＋Ｖ～」という構造になる。

② Ｓ Ｖ～ 「～なのも不思議ではない もっとも

だ 」

③「 Ｓ＋Ｖ～ 今はもう～なので 」の は省略

されることがある

④「 ～ Ｓ＋Ｖ… とても～なので… 」の は省略

されることがある

⑤「 Ｓ Ｖ～ Ｓが～するために 」の

は省略されことがある

⑸最上級や 節の前の「 」の省略。

⑹「関係代名詞 目的格・主格・補語格 」「関係副詞」の省略。

①関係代名詞の目的格は省略できる

② や で始まる文では、主格 の関係代名詞

も省略できる

③関係代名詞節内が や で始まる文では、

主格も省略できる

④「 Ｓ Ｖ～」という形の強調構文では
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は省略できる

⑤補語格も省略できる

⑥連鎖関係詞節をつくる関係代名詞は 主格でも 省略できる

⑦関係副詞に関して

⒈先行詞が の場合、関

係副詞自身又はその先行詞を省略することができる

⒉関係副詞の は、先行詞 、もしくは 自

身を必ず省略しなければならない｡したがって「

Ｓ Ｖ～」という形はない。

⑺「 主格の 関係代名詞＋ 動詞」の省略は省略できる。

⑻所有格の後に「場所」「建物」を表す名詞が来る場合、その名

詞は省略できる。

⑼不定詞の の省略。

①「 原形 ～ Ｏが～するのを手伝う 」の は省

略されることがある

②「 Ｓ 原形 ～ Ｓにできるの

は～することだけだ Ｓは～しさえすればいい 」の は

省略されることがある

⑽ Ｓ＋Ｖ～ 「～だなんて 本当に残念だ、

バカだ 」。

⑾「 比較級 Ｓ＋Ｖ～ 比較級 Ｓ＋Ｖ…」の構文におけ

る省略。

①「 比較級 Ｓ＋Ｖ～ 比較級 Ｓ＋Ｖ…」の構文で

「Ｖ」が 動詞や の場合、その 動詞

は省略されることが多い

②慣用的な言い回しでは、 比較級の後ろの「Ｓ Ｖ」が

省略されるものもある

⑿否定の原級比較や比較級の表現で、「 ～」「 ～」が全て

省略されている場合の補い方。

①動詞が現在完了ならば  「今ほど」を補ってみる

動詞が過去完了ならば  「そのときほど」を補ってみる

②それの時制以外ならば  「これほど」を補ってみる

レクチャー８ 繰り返しを避けるための省略 その一。等位接続詞や比較の

の後ろ 右側 における省略。

レクチャー９ 繰り返しを避けるための省略 その二。代不定詞。
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代用表現

レクチャー 節の代用。

①本来 の後ろに来るべき 節が肯定文であれ

ば、 その肯定の 節は で言い換えることができる

②本来 の後ろに来るべき 節が否定文であれ

ば、 その否定の 節は で言い換えることができる

共通構文 関係

レクチャー１ 共通構文 関係 とは。

レクチャー２ 「 ＋ 」型の共通関係。

レクチャー３ 「 ＋ 」型の共通関係。

挿入

レクチャー１ 挿入について。

レクチャー２ 英文中にカンマやダッシュを用いて挿入される様々な語 句・節 の種

類。

⑴名詞 句・節 。

⑵関係詞節。

⑶副詞 句・節 。

①分詞構文

②「接続詞＋Ｓ＋Ｖ」

③「前置詞 名詞」

④イディオム的な副詞句や論理接続の副詞が挿入されていること

もある

⑷主節。

同格

レクチャー１ 同格とは。

レクチャー２ さまざまな同格のパターン その一。「名詞 名詞」の同格表現。

レクチャー３ さまざまな同格のパターン その二。「名詞 名詞」以外の同格表現。

⑴「名詞＋名詞節 節・ 節 ～かどうか ・疑問詞節など 」の

同格。

⑵「Ａ 名詞 ＋ ＋Ｂ 名詞 ＢというＡ」。

「Ａ 名詞 ＋ ＋ ～ ～するというＡ」。

⑶「名詞＋ 原形 ～」。
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⑷「文＋名詞」。

⑸「副詞 句・節 ＋副詞 句・節 」。

⑹「節＋節」。

第十七章 前置詞

レクチャー１ 前置詞の文中での働き 用法 。

⑴前置詞とは。

⑵「前置詞 名詞 」の働き 用法 。

①「前置詞 名詞」は文の主要素にはならない

②「前置詞 名詞」の２つの働き 用法

⒈ 直 前の「名詞」を修飾する

⒉「名詞」以外を修飾する

レクチャー２ 「前置詞 名詞」の例外的な働き 用法 。

⑴「前置詞＋名詞」が主語になることがある。

⑵「前置詞＋名詞」が補語になることがある。

⑶「前置詞＋名詞」が接続詞になることがある。

① Ｓ Ｖ～「Ｓが～する頃までには」

｛ ｝② Ｓ Ｖ～

「Ｓが～するといけないので」「Ｓが～しないように」

③ Ｓ Ｖ～

⒈「もし～なら」

⒉「～の場合に備えて、～するといけないので」

⑷前置詞の後ろに「名詞 の仲間 」以外が来ることもある。

レクチャー３ 文法問題では、前置詞はどのような点が狙われるのか。

⑴それぞれの前置詞の基本的な意味やニュアンスの違いを問うもの。

⑵紛らわしい用法や、意外 特殊 な意味・用法を問うもの。

⑶前置詞を用いた慣用表現・イディオムを問うもの。

それぞれの前置詞の『核』のイメージ。

⑴

⑵

⑶
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⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

⑿

⒀

⒁

⒂

⒃

⒄

⒅

⒆

⒇

「Ａに関して の 」のいろいろ。

「⇨ 」「⇦ 」といった記号で表せる前置詞。

前置詞に関するその他のポイント。

⒈二重前置詞。

⒉意味や用法の紛らわしい前置詞。

⒊群前置詞。

⑴「理由・原因」を表すもの

⑵「目的」を表すもの

⑶「～にもかかわらず」という意味のもの

⑷「～は別として 除いて 」という意味のもの
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⑸「比較・比例」に関するもの

⑹「～の代わりに」という意味のもの

⑺その他

⒋前置詞によって意味や用法が変化するイディオム。

第十八章 呼応

レクチャー１ 「呼応 一致 」とは。

レクチャー２ 形は複数形だが単数扱いになるもの。

⑴複数形の学科名・国名・書名などが１つのものをさす場合。

⑵時間・距離・金額・重量などを１つの まとまった 単位としてみ

る場合。

レクチャー３ 部分を表す主語の呼応 一致 。

レクチャー４ 接続詞で結ばれた２つの主語の呼応。

⑴「Ａ Ｂ」の呼応。

⑵「Ａ Ｂ」などの呼応。

レクチャー５ 不定代名詞の呼応。

⑴ 単数名詞 。

⑵ 。

⑶ 。

レクチャー６ その他の呼応。

⑴「 単数名詞」。

⑵「 単数名詞」。

⑶「 Ａ」と「 Ａ」。

⑷「 ・ など 複数名詞」。

⑸集合名詞。

⑹動名詞、不定詞が主語の場合。

⑺「 動詞 又は一般動詞 」。

⑻「 形容詞 分詞 」。

⑼関係代名詞が主語 主格 の場合。

「呼応 一致 」の演習問題。
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付属資料

⒈頻出会話表現のまとめ

⒉英語の諺・格言のまとめと演習

⒊頻出分詞形容詞一覧

⒋「頻出論理マーカー」のまとめと演習

⒌文法・語法頻出事項スーパーチェック
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